
第Ⅶ部門　　　　全国の都道府県における地上と地下のマテリアルストック推計に関する研究
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1. はじめに

　わが国の2005年における総物質投入量は18.7億トン

で，その半分の8.2億トンが建築や社会基盤といった

都市構造物として蓄積されている1)．蓄積される資材

は航空写真や地図で把握できない地下部分にも多く投

入されている．ストックを推計する際，地上と地下に

区分する必要性は以下の都市問題に関係している．1)

構造物の廃棄予測，2)地下廃棄物の計画的撤去，3)都

市鉱山として有効的活用，4)ヒートアイランド等，都

市気象問題との関連性が挙げられる．本研究では全国

都道府県を対象に都市構造物の地上と地下へ投入され

る資材量を統計情報をもとに推計し，経年および地域

別の集積傾向を比較する．

2. ストック推計手法

本研究では建築物，道路，下水道を対象にストック

推計を行う（図－1）．都市構造物別にストックを求

め，都道府県ごとの比較を行うため全国都道府県にお

ける構造物の地上と地下のマテリアルストックを可住

地面積1㎡あたりのストックを算定する．地上・地下区

分を図－2に示す．

2.1　建築物

　建築物の推計は延床面積に資材投入原単位（表－1）

を乗じる事で算定する．建築統計年報3)から延床面積

のデータが入手出来ないため，着工面積データをもと

に確率密度分布により延床面積の推計を行う．

2.2　道路

　道路の推計は道路統計年報4)より道路延長距離，道

路幅から道路面積を求め，道路面積に資材投入原単位

（表－２）を乗じる事で算定する．

2.3　下水道

　下水道の推計は下水道統計5)より管径別延長距離に管径

別での資材投入原単位（表－３）を乗じる事で算定する．

3.推計結果

3.1　都市構造別ストック

　図－3に全国の都市構造物別のストックをグラフに示す． 

地上ストックは，建築物の割合が多い結果となった．地下

では道路と建築物の割合が多い結果となった．経年で見る

と1975年が66億トン（地上ストック30億トン，地下ストッ

ク36億トン，構造物別では建築物43億トン，道路22億ト

ン，下水道7200万トン）に対して，2005年は148億トン

（ 地上ストック68億トン，地下ストック80億トン， 建築

物96億トン，道路48億トン，下水道4.8億トン）と約2.3倍

の違いとなった．

3.1　可住地面積あたりストック密度

　1975年，2005年における都道府県ごとのストック密度を

グラフに示す．図－4は，可住地面積１m2あたりストック密

図-2　ストック地上・地下区分
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図-１　ストック推計手法
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度である．都市構造物別でみると地上部分では建築物ス

トック密度の割合が多く，地下部分では人口の少ない都道

府県ほど建築物より道路の割合が多い結果となった．都道

府県別では1975年・2005年共に東京都が最も多い結果{1975

年457(kg/m2)，2005年977(kg/m2)}となった．最も少ない結果

となったのは北海道{1975年18(kg/m2)，2005年44(kg/m2)}で

あった．

3.2　ストック密度の経年変化

　ストック密度の経年変化を見ると，1975年から2005年に

かけて全都道府県において可住地面積あたりのストック密

度は増加した．全国平均ストック密度の伸び率を算定した

結果，可住地面積当たりの建築物・道路ストック密度は

2.4倍，下水道ストック密度は22.3倍であった．

4.まとめと今後の課題

　都道府県ごとでストック密度が異なるという事，また都

市構造物ストックの比率が異なるという事が分かった．今

後，どのような要因で都市構造物が集積していくのか検討

が必要である．また，都市問題を考えていく上で原単位を

細かく区分する必要がある．
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図-４　都道府県別ストック密度（可住地面積１m２あたり）
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図-３　都市構造物別ストック（全国）
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